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Concept Analysis of Self-Transcendence
－Usefulness of Self-transcendence in Oncology Nursing－











We confirmed the usefulness of self-transcendence for oncology nursing practice and research by clarifying
its concept. Through concept analysis using Rodgers' method, its attributes ([expansion of internal
boundaries], [expansion of external boundaries], [interconnection], [new perspective], and [temporal
integration]), antecedents ([vulnerability], and [events that occur in daily life], consequences ([Well-
being], [QOL improvement], [enhancement of the meaning and purpose of life], [sense of being healed], and
[personal changes]) were extracted.
Self-transcendence can be occurred in daily life. It is the ability to find the meaning to live and new
perspectives through expanding internal and external boundaries within the interaction of individuals and the
environment when people faces with life-threating experiences and life-changing events.
The results of this study shows that self-transcendence is essential for well-being and useful concept for
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地域共生社会を実現できるようにサポートして
いくことは私たち医療者の重要な役割であると


































デンス理論を構築した (Reed, 1991a, 1991b,



























   	
１. データ収集方法
海外文献は､ PubMed, CINAHLを用いて1998-










ンス｣､ ｢トランセンデンス｣ で検索したが､ 該
当文献はなかった｡ ｢Transcendence｣ は､ 英和
大辞典によると､ ①超越､ 優越､ 卓越② (特に















の中で使われ､ 適用され､ 再評価され､ 洗練さ
れるとされている｡ セルフ・トランセンデンス



































図１ セルフ・トランセンデンスの先行要件､ 属性､ 帰結
高知女子大学看護学会誌第44巻第１号 (2018)
― 5 ―
カテゴリー サブカテゴリ― コード 文献
内的境界の拡張
自己受容
あるがままの自分を受け入れる Coward, 1995；Chin, 1998；増井, 2010；Fanos, 2008；Matthews,2009；Iwamoto, 2011；Haugan；2016
自分の身体の変化を受け入れる 山本, 2014；Jean, 2014；Haugan, 2016
自己変化を認識する Farren,2010；Williams,2012；山本,2014；増井, 2016
内向性の自覚 Reed, 1991a；Coward, 1995；Buchanan, 1995；増井, 2010；Thao,2011；山本,2014；Kim, 2014
自己肯定
自己を肯定的に評価する Coward, 1995；Buchanan, 1995；Young, 1995；冨澤, 2009；増井,2016；Haugan；2016
自己価値を高める Young, 1995；Coward, 1998；Teixeira, 2008；冨澤, 2009；Farren,2010；Albert, 2010；Williams,2012；Jean, 2014；Kim, 2014
内省 自己を再発見するために自己を深く内省する
Reed, 1991a；Coward, 1991；Haase, 1992；Young, 1995；Coward,
1995；木島, 1996；Reed, 1998；Coward, 2003；Teixeira, 2008；
Matthews；2009；冨澤, 2009；Thomas, 2010；Farren,2010；Albert,




Buchanan, 1995；木島, 1996；中村, 1998；Coward, 1998；冨澤,
2009；増井, 2010；Albert, 2010
Thao, 2011；Iwamoto, 2011；Reed, 2014
山本, 2014；Kim, 2014；増井, 2016
必要なときには他者を助ける
Reed, 1991a；Haase, 1992；Coward, 1995；Young, 1995；Chin,





Coward, 1995；Young, 1995；木島, 1996；中村, 1998；Coward,
2003；Teixeira, 2008；Matthews, 2009；冨澤, 2009；Iwamoto,
2011；Williams,2012；Reed,2014；山本, 2014
孤独からの解放 Coward, 1995；Williams,2012
先祖や子孫との繋がりを感じる 竹田, 2006；冨澤, 2009；Thao, 2011；増井, 2016
総次元 人間は時空を超えて存在する Coward, 1991；Reed, 1998；Reed, 2007；Teixeira, 2008；冨澤,2009；Kim, 2014
相互作用
相互関係
経験に基づいた知恵を他者と共有する Young, 1995；Chin, 1998；中村, 1998；Farren,2010；Iwamoto,2011；Kim, 2014；Jean, 2014；Haugan, 2016
相互関係性を認識する Teixeira, 2008；Albert, 2010；Farren,2010；Vago, 2012；Jean,2014；Kim, 2014
他者と親密な関係を持つ Coward, 1991；Buchanan, 1995；Coward, 1998；Matthews, 2009；Kim, 2014；Haugan, 2016
他者からの支援
他者により支えられていることを認識し, 感謝する Chin, 1998；竹田, 2006；増井, 2010；Williams,2012；増井, 2016
必要な時は他者の援助を受ける Coward , 1995；Young , 1995；Teixeira , 2008；Farren,2010；Haugan, 2016




人生の一部として死を受け入れる Coward, 1995；Chin, 1998；Reed, 2007；Fanos, 2008；Jean, 2014；Haugan, 2016




Coward, 1991；Buchanan, 1995；Coward, 1995；Coward, 2003；中
村, 1998；Coward, 1998；Fanos, 2008；Teixeira, 2008；冨澤,
2009；Thomas, 2010；Iwamoto, 2011；Williams,2012；Kim, 2014；
Reed, 2014；増井, 2016；Haugan, 2016；鵜生川, 2018
夢や希望を持って生きたいという意識がある 中村, 1998；Reed, 1998；Albert, 2010；Jean, 2014
何かを学び続けたいという意欲や関心がある Young, 1995；Haugan, 2016
趣味や関心があることを楽しむ Young, 1995；Thomas, 2010；山本, 2014；Haugan, 2016
執着との距離
社会的自己からの脱却 冨澤, 2009；増井, 2010；山本, 2014；増井, 2016
二元論からの脱却 Reed, 1991a；木島, 1996；増井, 2010；山本,2014
現在の生活状況に合う工夫をする 冨澤, 2009；Haugan, 2016
創造力
過去の経験に基づいた直感を活かす Teixeira, 2008；Albert, 2010；Reed, 2014
目に見えない力の存在を信じる
Coward, 1995；木島1996；Chin, 1998；中村, 1998；竹田, 2006；
Reed , 2007；Teixeira , 2008；増井, 2010；Thomas , 2010；
Williams, 2012；Jean2014；Kim, 2014；Reed, 2014；増井, 2016；
鵜生川, 2018
未来を想い描く Buchanan , 1995；Young , 1995；Coward , 1995；Farren,2010；Williams, 2012
時間の統合
時間の連続性
過去, 現在の経験には意味がある Coward, 1995；Young, 1995；Chin, 1998；中村, 1998；Thomas,1998；Fanos2010；山本, 2014；Haugan, 2016
現在の状況を高めるために過去の経験と未
来への希望を用いる
Reed, 1991a；Young, 1995；Chin, 1998；Coward,2003；Teixeira,
2008；Matthews, 2009；Albert, 2010；Fanos2010；Jean, 2014；
Kim, 2014
今を生きる
今この大切な瞬間を生きていると実感する Young, 1995；中村, 1998；冨澤, 2009；Farren,2010；Williams,2012；山本, 2014


















































































り (Reed, 2014)､ 機能低下など自己の存在意
義を見つめなおさざるを得ない状況に陥りやす
い時期 (竹田, 2006) のことを表す｡ ＜生命を
脅かす体験＞は､ 生命を脅かす病気の罹患《が
ん (Coward , 1991 , 1998 , 2003； Chin , 1998；
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２)【QOLの改善】とは､ 生活の質が改善した状













   
セルフ・トランセンデンスと類似する概念と






















を現し､ 構成要素では ｢個人｣ だけでなく､ 周
りの ｢環境｣ も含めて捉えており､ 個人の構成
要素には ｢願望｣､ ｢能力｣､ ｢自信｣､ ｢強み｣ な
どがあり､ 環境の構成要素には､ ｢資源｣､ ｢社会






















チュアリティは､ 個人の ｢生きる力｣ となるも
のである､ ⑥QOLと深い関係にあることがあげ






超える存在､ 自然､ 周囲の人々､ または自分自
身を超越する次元や目的とのつながりを感じる
感覚としている｡ Hasse (1992) やTeixeira
(2008) は､ ２つの概念は困惑するとしながら
も､ spiritual perspectiveを､ セルフ・トラン
センデンスを促進する概念として論じている｡
分析過程においてHasse (1992) が述べている
ように ｢spiritual perspective｣ がセルフ・ト
ランセンデンスの先行要件として存在している

































































研究は､ 海外では乳がん､ 前立腺がん､ 血液が
んの患者を対象とした研究が見られた (Coward,








(Coward, 1998, 2003；Chin, 1998)｡ この概念
が､ ｢人間の特性として､ あらゆる人間に備わっ
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